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　『宇津保物語』は、琴（キン）の物語として知られる。これを音楽の芸術至上主義の物語として読
めるかどうかは疑問があるが（注1）、・わが国最古の長編物語を辛うじて一作品とする主幹にあたるのが
琴であることに異論はないだろう。
　『宇津保物語』の主軸となっている「琴」は「琴の琴（キンのこと）」で、ふつう「キン」と呼ばれ
る。中国渡来の七弦琴である。この「キン」は本場中国においては君子の楽器として特に尊ばれ、
「琴学」という独自の学問を形成するに至っている。『宇津保物語』はこの「キン」の物語として、
「右書左琴」、すなわち君子は特に琴と書を尊ぶというような、中国で「キン」に与えられていた思
想をそのまま物語の背景に持つものとして読まれてきた（注2）。
　これに対して、三苫浩輔氏は『宇津保物語』の本質を日本古来の楽器「こと（＝うつほなるもの）」
の物語としてとらえ、物語の底流に、わが国古代祭祀の「魂ふり」の思想を見て、『宇津保物語』を「琴
の魂ふり物語」だとした（注3）。
　「宇津保物語』が「キン」の物語である以上、中国琴学の影響を考えない訳にはいかない。かといっ
て「キン」が「琴の類」であり、『宇津保物語』が日本の文学作品である以上、わが国の古代祭祀に
おける霊器として特別視されてきた「こと」の性格が「キン」に敷彷される可能性も無視できない。
「キン」と「こと」各々の性格が『宇津保物語』にどのように取り込まれているかを知るには、『宇
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津保物語』成立以前のわが国において、「キン」と「こと」がどのような楽器であったのかを明らか
にする必要があるだろう。両者は、たとえば『宇津保物語』研究上で対立する議論を生んでいるよう
に、全く異質な性格付けをされていたのだろうか。まず中国における「キン」の性格を明確にし、次
に『古事記』『日本書紀』『風土記』『万葉集』といった辛学作品を中心に日本古代の「琴」に関する
記述を拾い出して、検討していく。
1　中国の「琴（キン）」（この段の「琴」は全て「キン」を指す）
　中国四千年の歴史といわれ、太古から豊かな文明を誇った中国は、音楽においても世界に先駆けて
高度な達成を示した。中国で異常に急激な音楽理論の発達があったのは、音楽が「礼」の思想と結び
付いて「礼楽」の制度を生じたからである。この礼楽がさらに儒家に歓迎され、人々の生活にまで広
く浸透するに至ったのだ。
　儒家は音楽と政治を積極的に結び付けた。彼らのいう政治は、倫理に適った徳政であっり、「声音
の道、政と通ず」（『礼記』）と考え、理想政治の実現と音楽に、密接な関係を見い出したのである。
そこから音楽は支配者に不可欠なものとなった。天道に適った政治を行うために、支配者は音楽によっ
て自身の徳を養い、また人心を知らねばならなかったことは、中国の書物の随所に語られている（注4）。
　このような音楽思想の中にあって、琴はさらに独自の地位を獲得し、琴学を形成する。（注5）
　そして琴はあたかも、音楽の「徳」を体現する器として扱われたかの感がある。
　『白虎通』に「琴、禁也、以禦二止淫邪＿、正二人心，．一也。」、つまり琴が君子の身を修め心を正しく
する器であるといい、そのゆえに『風俗通義』に「君子の常に御する所のもの、琴、最も親密なり、
身より離さず」という、「君子左琴」「右書左琴」などの、“君子の楽器としての琴”という通念が生
まれて来た。
　最高の君子たるべき天子もまた、琴を好んだ。しかし注意を要するのは、音楽が祭祀に起こり、礼
楽となって天子の国家支配と緊密な関係をもったのに対して、琴という楽器自体には「帝王支配」を
バックアップするような性格づけはないらしいという点である。
　『書経』に、舜帝の治世を称え君臣が唱和し音楽を奏でると、祖先の霊が降り、果ては鳳鳳が舞い
降りたという奇瑞が記されている。
　き　葵日て鳴球・搏推・琴念を夏撃し、以て詠じて租考來格し、虞賓位に在り、翠后徳（＝升）ゐ
に譲る。下に管・叢・鼓、合止には祝・故、笙・鋪以て間して、鳥獣蹉穿蹟す。鯖詔九成して、鳳
皇來儀す。（注6）
中国の王は元々、祭礼を司り音楽によって祖霊を祭る呪術者である。この場合祭祀ではなく宴の場で
はあるものの、祖霊の降臨に舜帝の祭祀的な支配権がほの見える。しかし、このとき祖霊を招いたの
は様々な楽器による音楽であって、琴はその中の一つに過ぎない。琴に特別な霊力は与えられていな
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いのである。この点、後述するわが国の「琴（こと）」が神下しの特別な霊器として、古代支配者の
祭祀権を象徴していたのと大きく異なっている。．
　またr史記』楽書第二に、徳義の薄い晋の平公が琴の秘曲を無理に弾かせたために、国が大禍に見
舞われたことを記している。
師暖日。……今君徳義薄、不足以聰之。聰之、將敗。平公日。寡人老　。所好者音也。願途聞之。
師暖不得巳、援琴而鼓之。一奏之、有白雲從西北起。再奏之、大風至而雨随之、飛廊瓦。左右皆
奔走。平公恐催、伏於廊屋之間。晋國大旱、赤地三年。聰者或吉或凶。夫樂不可妄興也。（注7）
　楽書はこの故事を音楽全般にかかわらせて引いているが、むしろ琴という特定の楽器に関するもの
として解するべきだろう。たとえ王者であっても、徳義の備わらない者には琴は許されないのである。
中国の琴の尊貴性は、徳義に結び付くものだった。天子は君子であるべきであったが、しかし、天子
の全てが君子であった訳ではない。いうなれば天子に琴が許されないということは、天がその人物の
支配権を認めないということだが、その裁可の基準が「徳」であった。
2　日本の「琴（こと）」（この段で特に“こと”と表記した場合は倭琴を指す。
　　“琴”は、種類に拘らず、琴類全般に用いることとする。）
　わが国にも古来から伝わる固有の弦楽器があった。六弦の琴で、外来の「キン」を「嘗寒」ともい
　　　　　　　ヤマトゴトうのに対して「倭琴」と呼ばれる。文献上では多くの場合、単に「琴」「こと」とされるが、他に「和
琴」「大和琴」「日本琴」（やまとごと）などの字を当てることも多く、また「東琴」「吾妻琴」（あづ
まごと）、「あづま」「つまごと」「むつのを」「六弦琴」（むつのおごと）」等々、別称が多い。
　この倭琴は、古代より神事用の神聖な楽器として、他の楽器とは別格の存在であった。「こと」の
所有は、神の託宣を受け得ること、ひいては宗教的支配能力を示した。よって「こと」は多ぐ、政治
的権威者、巫女的要素を備えた呪術者といった社会の上層部の人々が所有し（注8）、元々支配権と密接
に結び付いたものだった。
　ところで、r古事記』r日本書紀』r風土記』『万葉集』などをみると、楽器のうち最も多く記載され
ているのは「こと」である。その表記は「琴」「許登」「虚等」ほか多岐に亙っているが、これらは概
ね「倭琴」であるといわれている。よってこれらの資料（全34例・文末『資料』参照）から、「こと」
の性格を幾つか取り出してみたいと思う。
a　表記について
　図1の表は、各資料における琴の表記を一覧にしたものである（注9）。資料23は「唐琴」とあるか
ら「キンの琴」、資料34の「七絃の八絃の琴」のうち「七絃の琴」も「キン」だといわれる。この二
例を除く残りの32例は、多くは倭琴を示し、いくつかは「琴」とあるのみでそれが倭琴なのかキンな
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図1〈表記〉
1　天沼琴
2　御琴
3　御琴
4　許登
5　許登
6　八絃琴
7　琴弾原
8　琴
9　琴
10　虚等
11琴
12　琴引坂
13　呉琴弾
14　琴
15學騰我溺
16菖等
17御琴
18　天之鳥琴
19　御琴
20　琴紳丘
21琴坂
22琴木岡
23　唐琴
24　日本琴
25倭琴
26　日本琴
27　弾琴
28　琴
29　琴
30倭琴
31琴引
32　琴
33御琴
34　奈奈川乎乃
　　也川乎乃古止
のか、はたまた他の琴類の楽器を指すのかはっきりしない。つまり、資料23・
34の例を除いては、少なくとも表記から「キン」と断定出来る例はないこと
が分かるのである。
b　「琴」の所有者について
　「琴」が地名の一部であるような場合を除いて、琴の所有者が明らかな例
をみると、ほぼ、①神が所有する場合、②天皇（もしくは皇室）が所有する
場合の二つのケースに限られる。
①神が所有する場合（資料1・18・19・20・23）
　▽資料1・18「天の沼琴」は、須佐之男命の所有であったが、大穴牟遅神
　が、須世理毘売（須佐之男命の娘）を妻として盗み出す際に、生太刀・生
　弓矢とともに持ち出した。所有は移るが、神の持物であることに変わりは
　ない。また資料18、「天の鳥琴」は、天の鳥笛とともに建借間命のもので
　ある。
　▽資料19　「天の下造らしし大神の御琴」とされる。山の峰に窟があり、
　そこに琴とともに石神がいる、というのは「石神が石琴を弾いていると見
　立てた山名説明」である（注10）。
　▽資料20　主要なのは「琴神丘」という地名だが、その由来となった琴は
　大汝命のものと考えられる。
　▽資料23　所有者は、琴を弾いていた神女である。
②天皇（皇室）が所有する場合（資料2・4・5・8・9・10・11・17・22）
　▽資料2・8・9　この三例は同じ事柄（神功皇后伝説）を述べた記事で
　ある。神の託宣のあった時に弾かれた琴は、文脈から、いずれの場合も仲
　哀天皇の所有であろう。神功皇后所有の可能性もあるが、どちらにせよ皇
　室の御物であることに違いはない。
　▽資料4・10　ともに枯野という船にまつわる記事である。資料10に、
　「天皇異びて琴に作らしむ」とあるから、応神天皇のものとしてよいだろ
　う。
　▽資料5・11天皇自身の弾琴であるから、天皇の持物である。資料5は
雄略、資料11は允恭天皇。
▽資料17・22　資料17で皇太子（中大兄皇子）ぽ野中川原史満に「御琴」、すなわち自分の琴を授
けた。資料22の「御琴」も大足彦の天皇のものである。
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　以上のように、琴は殆どの場合、神もしくは天皇家のものとして登場している。これは、琴が神事
に用いられ、神の降臨を招く霊器として天界とつながりを持つことと関連していよう　（神功記紀＝資
料2・8・9に詳しい）。琴は天界と交流を持ち得るという点で神の持物とされ、人間界においては
天孫である天皇家に伝わった。そして天の託宣によって国を統治する、皇室の神事の中心的呪器とな
ると同時に、天皇の宗教的権威の象徴ともなったのである。
　なお例外として、資料21の出雲の國人の持つ琴があるが、これとても持主「出雲の人」は祭祀に携
わる巫現的な人物と思われることから、やはり呪器としての性格が窺えるのである。
　つまり、所有者という面から見た場合、琴は、日本古代祭祀の聖なる呪器であり、また神祇の巫王
としての天皇の、祭祀的支配権の象徴であるということができる。
c　弾琴者について（資料2・5・8・9・10・11）
次に琴の演奏者について検討してみる。
①天皇　まず、天皇が琴を弾く場合がある。祭祀色をより濃厚に残すのは神事における弾琴で、資料
　2がそれにあたる。資料8・9のr日本書紀』「神功皇后」および「一云」も同じ事柄を述べるも
　のだが、資料8は武内宿彌に琴を弾かせたとあり、資料9では神功皇后が弾琴したとあって、弾琴
　者に変化がある。しかしながら、『日本書紀』における表現は多分に作為的であるという見方が通
　説であり、r古事記』の記事がより古態を残しているとされることからすれば、天皇の弾琴の方が、
　わが国皇室祭祀のより古い様子を表すものと考えられよう。
　　それ以外の例、資料5・10・11のうち、資料5・10は歌をともなっており、また資料5・11は宴
　の場の弾琴である。そして、ここで注目すべきことは、神事における場合のみならず、宴などの場
　においても、天皇弾琴に神の世界が垣間見られることである。
　　資料10の「枯野」は、奇しき大樹で造られた速き船枯野を燃やした残り、つまり燃やしても燃え
・ない、奇しき大木の霊威の塊の部分で作った琴の記事である（注ll）。倭琴の音色は、澄んではいる
　が小さい。それなのに、この琴は遥かに響き渡る霊器だったのである。まさしく神の国の楽器といっ
　てよかろう。また資料5の「吉野行幸」には、通説にいうように仙郷の趣が凝らされている。雄略
　帝の歌にある「女」は、たとえて言えば神女である。神仙思想は漢籍の影響だろうが、ここに謳わ
　れている脈は、むしろ日本の神事歌謡である。「整の御手もち」といったとき、独立した歌謡とし
　ては文字どおり「神」であるが、物語歌としては「天皇」をさす（注12）ことになり、ここに天皇と
神が重ねられるという現象がみられる。神祭りの司祭者だった天皇自身が、次第に祭られる神その
　ものへと移行していく過程を示す一例であろう。
　　資料11には特に神の面影はないが、天皇の弾琴で女、しかも皇后が舞うという構図に、資料5の
　雄略天皇と童女・また資料2の仲哀天皇と息長帯日売命の姿を重ねることもできよう。
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②王族　（資料27・28・29）
　　血統的に皇室とつながる王族も琴を弾いた。『万葉集』に三例ある。資料27は仏前唱歌の伴奏で
　ある。資料28・29はいずれも宴の場の弾琴吟詠で、歌の内容は極めて日常的な風俗歌である。三例
　とももはや神事の色合いは払拭され、琴が一般の楽器として生活に取り込まれてきている。弾き手
　が皇統であるところに、皇室祭祀権の象徴である琴の風を残している。
③帰化人　（資料12・13・14・16・17・24）
　　弾琴者として特異な位相を示すのが帰化人である。資料13・14・17の例からは、それぞれ非常に
　興味深い事柄が導き出せる。
　　資料13は短い記事であるが、ここで「呉琴弾」の語に注意したい。橿手屋形麻呂は、呉国の貴信
　の子孫であって、呉琴の弾き手である。この「呉琴」が具体的にどんな琴を指すのかは、「玄琴」
　「伽耶琴（新羅琴）」「笙後」と、諸説あるものの定かではない。ただここでは、明らかに倭琴とは
　思えない大陸系の琴類にも「琴」の字をあてることがあった事を知ればよい。少なくとも、『記紀』
　の琴の全部が倭琴であるとは言い切れないことが分かる。
　資料16は贈答歌の形式をとっているが、春日皇女の歌は独立の歌として見れば、ある天皇崩御の
時の挽歌であったろうといわれる。挽歌として見れば、歌の中の琴や笛は葬送の祭具である（注13）。
わが国では、琴は神祭りの場以外に、葬送の場でも用いられていたのである。琴の魂ふり機能には、
魂を体に密着させる意義と、「鎮魂」つまり遊離する魂を落ち着かせる意義との二義があった。そ
して、神祭りにおける琴の働きは前者であり、葬送における琴は、後者の鎮魂の機能を果すのであ
る。
　ここで、《参考》に挙げておいた斉明天皇の条を見ておきたい。天皇は秦大蔵造萬里に、建王を傷
む歌を後世に伝えるように命じている。秦大蔵造萬里は帰化人である。このことから、帰化人と挽歌
もしくは葬送儀礼とに何らかの関係があったと考えられる。
　そこで資料17だが、資料16とよく似た状況である。しかしここでは、中大兄皇子は野中川原史満に
琴を与えて挽歌を歌わせている。資料16に見られた葬送と琴、そして《参考》に見た帰化人と葬送が、
複合しているのである。資料12には、天皇崩御に際して新羅から楽人が貢がれ、琴弾坂で歌詠したこ
とが記載される。朝鮮半島を通じて、葬送儀礼に携わる楽人が移入してきたらしい事が窺えるが、こ
こにも琴・帰化人・葬送の三つの要素が見られる。琴という在来要素と、帰化人という外来要素が、
葬送という共通項で結ばれた。こうなると、「倭琴」に外来の琴類の性格が敷延される可能性が出て
こよう。
　帰化人の弾琴で更に興味をそそるのは資料14の「秦酒公」の記事である。秦氏は芸能の神ともされ
るから、秦酒公の弾琴にさほど違和感はなかろう。しかし、ここでは弾琴の状況が問題である。秦酒
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公は、「琴の声を以て天皇に（過ちを）悟らしめむと欲し」て、琴を弾くのである。そして結果は、
「天皇琴の声を悟りて」というものであった。天皇に過ちを悟らせた琴とはまさに、「邪淫を禁止し、
人心を正す」る楽器ではないか。そしてこれは既に述べたr白虎通』が「琴（キン）」の徳をいった
言葉なのである（注14）。
　それでは秦酒公の弾いたのは実は「キン」だったのではないか、と想像をたくましくすることもで
きる。しかし、「琴」が琴類のいつれを指すか断定することはできない。ただ、ここにも帰化人と琴
との結び付きを通じて、外来の「琴類」の性格が日本の琴に敷延されていく傾向が更にはっきりと見
られるのである。
　資料24はその点がいっそう明白である。
　資料24は「日本琴」の贈答にあたっての、大伴旅人と藤原房前の神仙謹的創作である。漢籍の影響
の濃い、文人趣味豊かなやりとりとなっている。琴が、仙女を思わせる娘子と化して旅人の夢枕に立
ち、「君子の左琴」となることを願った。そこで旅人は君子と呼ぶにふさわしい房前にこの琴を贈る
ことにした、という趣向である。異国情緒でまとめられた話の中だから、「君子左琴」の言葉も異和
感なく受けとめられる。しかし、考えてみれば、この「琴」は「梧桐の日本琴」なのである。
　「琴」の字が「キン」・「こと」のいずれを指すのか曖昧だった今までの例と比べて、ここでは明
らかに日本琴つまり「こと」に、「君子左琴」という外来の「キン」の性格が敷術されているのだ。
　帰化人弾琴の例に見られた「倭琴」と外来琴の性格融合の可能性は、「秦酒公」の例、そして『万
葉集』「梧桐の日本琴」の例に明白な事実として現れている。日本上代文学において、「倭琴」と「外
来琴」は属性上の混和をきたしているのである。
d　女性と琴
①弾琴埴輪
　いままで見てきた中で資料9『日本書紀』「一云」の特殊な例を除けば、琴を弾くのはどれも男性
だということに気付く。ところでこれは上代文学に限ったことではなく、考古学研究の上で有力な参
考資料となる「埴輪」においても、ほぼ共通した事実なのである。
　岸辺成雄氏は、上・中・下三部作の論文「和琴の祖型一出土品を中心に」（注15）にて、出土した琴
の実物及び埴輪から、日本古来の楽器としての和琴像について考察している。氏の論は、遺跡より発
見された実物の検討から、神社に奉納された琴の雛型、そして埴輪へと及んでいるが、私が注目する
のは埴輪の資料、特に演奏者を伴う弾琴埴輪である。岸辺氏は「私が知っているもの」と断った上で、
琴に関する埴輪の一覧表を提示している（中編）。奏者像は九例。首欠落の為に性別不能の一例と、
氏が性別について言及していない一例（おそらく、これも不完全体ゆえであろう）を除いた七例総て
が、男性像である。上編には、この表に含まれない茨城県の一例の奏者が女性とされており、下編に
演奏像について、「（琴の）実物に求め得なかった最大の埴輪の資料は演奏像である。男あり、女あり、
貴人あり、武人あり、巫女ありと人物は様々である。（傍線筆者）」と述べている所からすれば、この
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女性像は巫女であろうか。大系『日本書紀』補注も埴輪の女子弾琴像の存在に触れている（注16）。と
ころが、水野正好氏は「埴輪弾琴像幻想」（注17）の中で、「…したがって埴輪世界で琴を弾くものは単
なる楽部といった組織の一員だけではなく、すべてが男子像であり、中には優れた政治者の中にも琴
力濾ついていたろうことが知られるのである（傍線筆者）」と述べている。ところで実はこの、問題
の女性像と同一物と思われる茨城県出土の女子琴弾埴輪の絵が、林謙三氏の「和琴の形態の発育経過
について」（注18）に掲載されているのだが、肝賢の琴の部分が大きく破損している。岸辺氏がこの女
子像を一覧表から除いていることや水野氏の言から考えると、どうやら弾琴女子像は極めて稀（おそ
らく一例内外）で、しかもその希少な例も、考古学的な資料とするには不完全なものと見なされてい
るのではないかと思われる。
　結論としては、埴輪に見る倭琴の演奏者はおおよそ総てが男性である、と言っていいだろう。
　ところで、「君子左琴」という言葉からも分かるように、中国に於ける「キン」もまた男性の楽器
であった。とすれば、「こと」にせよ「キン」にせよ男性の弾く楽器であった点では共通している訳
である。ここに新たな疑問が生じる。「琴」が男のものならば、以下に述べるような女性のイメージ
が琴に見られるのは一体なぜなのだろう。
②琴に見られる女性のイメージ（資料15・23・24・25・26）
資料26の『万葉集』の歌について、窪田空穂は『万葉集評測（注19）にこう述べている。
「玉の小琴」は妻の讐喩で、この世に亡い者となった為に甚しくも懸はしめてゐるといふので、
心は明らかである。…作歌過程からいふと、日本琴を膝に載せて弾いてゐると、それが生前の妻
を聯想させる物となり、妻を思ふと共に甚しひ思慕の情が起って來て、妻が亡き者とならなかつ
たらこのやうに強い思慕は起らなかつたらうと思つたのである。…
ここでは小琴が妻を偲ぶ縁とされているのである。
　資料25については、
妻を喪った嘆きをもつてゐる人が、心をまぎらす為に琴を弾かうとして膝に載せると、琴によつ
て妻を思ひ出すことがあつて、新に嘆きが起つて來た。その嘆きを、琴に隠れてゐる妻の魂のさ
せるものかと、上代信仰よりの聯想で云つてゐるのである。…（傍線筆者）
と解釈している。「下樋」については「琴の表板と裏板の間の虚ろとなつてゐるところ」で、「『匿れる』
は、嬬の魂の籠つてゐるかと思つて云つてゐるのであるが、これは物のうつろとなつた所には顧璽が
籠もるといふ上代信仰に立つての感。」と説明している。
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　ヒの二首では、琴は恋しい女（ここでは妻）を想起させるものであった。そして資料25によればそ
れは琴の下樋の「うつほ」に籠る女の魂のなせることだと考えられていたことが分かる。
　ところで資料24についてみれば、旅人の創作であるにせよ、ここではより直裁に、琴が乙女と化し
ている。またこの話と同様に神仙謳的色彩が濃いものとして資料23があって、これには、琴を弾いて
いた神女が人間に見付けられて忽然と姿を消し、あとには琴ばかりが残された、とある。いままで見
てきた例の後を辿って解釈を試みれば、この神女は琴の化身、琴に籠る神霊の顕現と考えて良いだろ
う。人間に見答められた琴の霊は、常の籠り所である下樋に帰ったのである。「此琴ヲ神トイハヘリ。」
とあるのは、神霊の宿る琴であるからに違いない。
　資料15の「コトカミニ、キヰルカゲヒメ」というのも、琴頭に降りましますのは本来、神なのであ
る。ここでは贈歌の相手である影媛を導き出すための序となっているが、琴頭の神と影媛が無理なく
結び付けられるのは、女身という点で通じているからこそ、ではないだろうか。
以上見てきたように、琴は男が弾く楽器であったにも拘らず、女性のイメージが大変濃厚なのであ
る。そして琴に重ねられる女性は、新しくは『万葉集』に見るように妻なのであるが、『風土記』や『日
本書紀』によると、より古い時代には、女身の「神」であったことが知られる。琴が神降しの祭祀具
であり、琴の下樋に神霊が籠るという上代信仰があったことからすれば、琴に神の面影が寄せられる
のは当然だろう。しかしながら、なぜその神が「女身」として姿を現すのかは、これだけでは解明で
きないのである。
③女性の弾琴（資料9・33）
　ところで、琴は主に男性の楽器だと述べたが、実は、女性の弾琴の例も、いくつかある。資料9の
r日本書紀』「神功皇后一云」では、「則ち神の言のまにまに皇后琴撫きたまふ。」とあるように、神
功皇后の弾琴がみられる。しかし先にも触れたように、同じ事柄を語る資料2の『古事記』では、琴
を弾くのは天皇であり、建内宿禰が「沙庭」として神のお告げを請い、息長帯日売命（＝神功皇后）
が神がかり状態になって、神の言葉を述べる（注20）。
　「沙庭」とは、いわば普通の人と巫女との通訳の役を果す者で、神に向けて問いかけ、神がかりに
なった巫女（ここでは神功皇后）の述べる神の言葉を解釈する。つまり祭りの場では、神と人との間
には、巫女と沙庭との二人の媒介者があることになる。しかし、神は姿を現さないから、その場にい
る人の目には、神託を告げる巫女こそが神と映ったに違いない。こうして琴に籠る魂（神）と女身が
結び付き、さらに、時代が下って女性が琴を弾くようになったとき、「弾琴する女＝神」という、資
料23のようなものが出て来ることになっtgのだと思われる。こうして、本来男のものであった琴が、
祭祀の場で女性と結び付いたのである。
　資料33『皇太神宮儀式帳』「神嘗祭り供奉行事」では、神嘗祭に斎宮が「御巫内人」に琴を与えて
弾かせ、神託を請うことが見える。『太神宮儀式解・外宮儀式解』（注21）はこの部分の解説として、
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「さて此門にて御巫内人の琴をたまひ、掻しめて、大御神の勅をうけ奉るとなり、是御巫の専務にて、
上職掌雑任御巫内人の下にいへり。説文、巫ハ祝也、女ノ能ク事主無形三、以レ舞降レ神者也、といふが
ごとく、神を降して其勅をきくなり。」とある。斎宮自身でこそないが、ここにも祭祀の場における
女性の弾琴を見ることができるのである。神功皇后よりもずっと新しい時代の資料であるが、伊勢神
宮とともに、女性弾琴は以降長く伝えられていくことになる。
　これらの女性弾琴は、総て、「倭琴」によるものである。しかし、これまで明らかにしてきたよう
に「こと」と「キン」がその性格において混和した状況が既にあったことを考えると、女の弾く「こ
と」が「キン」に置き換わるまであと一歩のところに来ていたのだと考えられよう。
　『宇津保物語』以前に、すでに「キン」と「こと」の性格混同の状態があったことを述べた。また、
「こと」には女性のイメージがあり、それは古代祭祀の場における巫女の姿の投影されたものと考え
られることも述べた。
　ところで、『宇津保物語』の主人公は一応仲忠だとされているが、琴（キン）の一族の中心人物と
してはむしろ俊蔭女を重視するべきであろうということがいわれている（注22＞。そしてまた、物語の
結末間近には、キンの一族の四代目である女児犬宮にスポットがあてられるようになる。このような、
キンの一族における女性の重要性の増大、つまりは「キン」と女性との結びつきの強まりに、「こと」
と女性との関係が重なる可能性を見ることが許されるのではないだろうか。この点についてはなおい
くつかの間題を論じる必要があるが、後稿に譲りたい。
《資　　料》
◆『古事記j（小学館『日本古典文学全集1』）
　・1　天の沼琴（p．100「神代」）
　　（大穴牟遅神ハ）五百引の石を其の室の戸に取り塞へて、其の妻須世理毘売を負ひて、即ち其の
　　大神の生大刀と生弓矢と、及其の天の沼琴を取り持ちて逃げ出でます時、其の天の沼琴樹に払れ
　　て、地動み鳴りき。
　・2　神功皇后（p．237「仲哀天皇」）
　　　　　　　　　　　　　　　かむがかり　　其の大后息長帯日売命は、当時帰神したまひき。故、天皇筑紫の詞志比宮に坐しまして、熊曾
　　国を撃たむとしたまひし時、天皇御琴を控かして、建内宿禰大臣、沙庭に居て神の命を請ひき。
　　是に大后帰神して、言教へ覚し詔りたまはく、……
　・3　建内宿禰、寿歌をうたう　（p．287「仁徳天皇」）
　　亦一時、天皇豊楽したまはむと為て、日女島に幸行でませる時、其の島に雁卵生みたりき。爾に
　　建内宿禰命を召して、歌を以ちて雁の卵を生みし状を問ひたまひき。其の歌に日りたまはく、…
　　…是に建内宿禰歌を以ちて語りて白さく……とまをしき。如此白して、御琴を給はりて歌ひて曰
　　はく、
一282一
　　汝が御子や　終’に知らむと　雁は卵生らし
　とうたひき。此は本岐歌の片歌なり。
・4　枯野（p．288「仁徳天皇」）
　此の御世に、兎寸河の西に一つの高樹有りき。其の樹の影、旦日に当たれば淡道島に逮び、夕日
　に当たれば高安山を越えき。故、是の樹を切りて船を作りしに、甚捷く行く船なりき。時に其の
　船を号けて枯野と謂ふ。故、是の船を以ちて旦夕淡道島の寒泉を酌みて、大御水献りき。厳の船
破壊れたるを以ちて卑を焼き、其の焼け遺りし木を取りて琴に作りたりしに、其の音七里に響き
　たりき。爾に歌ひて曰はく、
　　枯野を　塩に焼き　其が余り　斐に作り　かき弾くや　由良の門の　門中の海石に　触れ立つ
　　浸漬の木の　さやさや
　とうたひき。此は志都歌の歌返なり。
・5　吉野行幸（p．322「雄略天皇」）
天皇、吉野宮に幸行でましし時、吉野川の浜に童女あり。其の形姿美麗しかりき。故、是の童女
に婚して宮に還り坐しき。後更に亦吉野に幸行でましし時、其の童女の遇ひし所に留まりまして、
其処に大御呉床を立てて、其の御呉床に坐して、墜を弾かして、其の嬢子に憐為しめたまひき。
爾に其の嬢子の好く憐へるに因りて、御歌を作りたまひき。其の歌に日りたまはく、
　呉床居の　神の御手もち　弾く琴に　舞する女　常世にもがも
　とうたひたまひき。
・6　二皇子の舞（p．333「清寧天皇」）
……｢に逐に兄憐ひ詑へて、次に弟憐はむとする時、詠為て曰はく、
　物部の　我が夫子の　取り偲ける　大刀の手上に　丹画き著け　其の緒は　赤幡を載り　赤幡
　を立てて　見れば五十隠る　山の三尾の　竹をかき苅り　末押し廉すなす　八絃の琴を調ぶる
　如　天下治め賜ひし　伊耶本和気天皇の　御子市辺之押歯王の　奴末
といひき。
◆r日本書紀』（岩波書店「日本古典文学大系」）
　・7　日本武尊白鳥と化す（上巻p．310「巻第七・景行天皇J）
　　日本武尊、白鳥と化りたまひて、陵より出で、倭國を指して飛びたまふ。群臣等、因りて、其の
　　棺襯を開きて視たてまつれば、明衣のみ空しく留りて、屍骨は無し。是に、使者を遣して白鳥を
　　追ひ尋めぬ。則ち倭の琴弾原に停れり。伍りて其の庭に陵を造る。
　・8　神功皇后（上巻p．330「巻第九・神功皇后・摂政前紀」）
　　三月の壬申の朔に、皇后、吉日を選びて、斎宮に入りて、親ら神主と為りたまふ。則ち武内宿禰
　　に命して星撫かしむ。中臣烏賊津使主を喚して、審神者にす。因りて千給高檜を以て、琴頭尾に
　　置きて、請して日さく、……
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・9　神功皇后一云（上巻p．340「巻第九・神功皇后・摂政前紀」）
一に云はく、足仲彦天皇、筑紫の橿日宮に居します。是に神有して、沙歴縣主の祖内避高國避高
松屋種に託りて、天皇に誇へて曰はく、「御孫尊、若し寳の國を得まく欲さば、現に授けまつらむ」
とのたまふ。便ち復曰はく、「琴将ち來て皇后に進れ」とのたまふ。則ち神の言に随ひて、皇后、
琴撫きたまふ。是に、神、皇后に託りて、講へて曰はく、……
・10　枯野（上巻p．378「巻第十・応神天皇」）
初め枯野船を、監の薪にして焼きし日に、饒儘有り。即ち其の焼えざることを奇びて献る。天皇、
異びて琴に作らしむ。其の音、鎧鋳にして遠く醗ゆ。是の時に、天皇、歌して曰はく、
　枯野を　監に僥き　其が餓琴に作り　掻き弾くや　由良の門の　門中の海石に　鰯れ立つ　な
　つの木の　さやさや
・11　うたげ（上巻p。440「巻第十三・允恭天皇」）
七年の冬十二月の壬戌の朔に、新室に議す。天皇、親ら琴撫きたまふ。皇后、起ちて憐ひたまふ。
・12　琴引坂（上巻p。449「巻第十三・允恭天皇」）
四十二年の春正月の乙亥の朔戌子に、天皇崩りましぬ。時に年若干。是に、新羅の王、天皇既に
崩りましぬと聞きて、驚き愁へて、調の船八十艘、及び種種の楽人八十を貢上る。…（中略）…
冬十一月に、新羅の弔使等、喪禮既に関みて還る。袋に新羅人、恒に京城の傍の耳成山・畝傍山
を愛づ。則ち琴引坂に到りて、顧みて曰はく、「うねめはや、みみはや」といふ。
・13　貴信（上巻p．486「巻第十四・雄略天皇」）
秋七月に、百濟國より逃げ化來る者有り。自ら構名りて貴信と日ふ。又構はく、貴信は呉國の人
なりといふ。磐余の呉の琴弾堰手屋形麻呂等は、是其の後なり。
・14　秦酒公（上巻p．488「巻第十四・雄略天皇」）
天皇、便に御田を、其の采女を軒せりと疑ひて、刑さむと自念して、物部に付ふ。時に秦酒公、’
侍に坐り。琴の聲を以て、天皇に悟らしめむと欲ふ。琴を横たへて弾きて曰はく、
　神風の　伊勢の　伊勢の野の　榮枝を　五百経る析きて　其が壷くるまでに　大君に　堅く
　　仕え奉らむと　我が命も　長くもがと　言ひし工匠はや　あたら工匠はや
是に、天皇、琴の聲を悟りたまひて、其の罪を赦したまふ。
・15　武烈、影媛へ贈歌（下巻p．・10「巻第十六・武烈天皇」）
太子、影媛に歌を贈りて曰はく、
　　琴頭に　來居る影媛　玉ならば吾が欲る玉の　鰻白珠
・16　春日皇女の返歌（下巻p．29「巻十七・縫体天皇」）
妃和へ唱ひて日さく、
　　隠國の　泊瀬の川ゆ　流れ來る　竹の　い組竹節竹　本邊をば琴に作り　末邊をば笛に作
　　り　吹き鳴す　御諸が上に　登り立ち　我が見せばつのさはふ　磐余の池の　水下ふ　魚も
　　上に出て歎く　やすみしし　我が大君の　帯ばせる　細紋の御帯の　結び垂れ誰やし人も
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　上に出て歎く
・17造媛への挽歌（下巻p．310「巻二十五・孝徳天皇」）
皇太子、造媛祖逝ぬと聞きて、愴然傷恒みたまひて、哀泣みたまふこと極めて甚なり。是に、野
中川原史満、進みて歌を奉る。歌ひて曰はく、
　山川に　鴛喬二つ居て　偶よく　偶へる妹を　誰か率にけむ　其＿。
　本毎に　花は咲けども　何とかも　愛し妹が　また咲き出來ぬ其二。
皇太子、慨然頽歎き褒美めて曰はく、「善きかな、悲しきかな」といふ。乃ち御琴を授けて唱は
　しめたまふ。
　“参考”　齋明天皇、建王を傷む（下巻p．332「巻二十六・齋明天皇」）
　　冬十月の庚戌の朔申子に、紀温湯に幸す。天皇、皇孫建王を憶でて、愴爾み悲泣びたまふ。
　乃ち口號して曰はく、
　　　山越えて　海渡るとも　おもしろき　今城の中は忘らゆましじ其＿。
　　　水門の潮のくだり　海くだり　後も暗に置きてか行かむ其二。
　　　愛しき　吾が若き子を　置きてか行かむ　其三。
　秦大藏造萬里に詔して曰はく、「斯の歌を傳へて、世に忘らしむること勿れ」とのたまふ。
◆『風土記』（岩波書店「日本古典文学大系」）
　・18　天の鳥琴（常陸國風土記・行方郡）
　　俄にして、建借間命、大きに権議を起こし、敢死つる士を校閲りて、山の阿に伏せ隙し、賊を滅
　　さむ器を造り備へて、嚴しく海渚に錺ひ、舟を連ね、椎を編み、蓋を飛雲へし、方笙を張虹り、天
　　の鳥琴・天の鳥笛は、波に随ひ、潮を途ひて、杵嶋の唱曲を七日七夜遊び楽しみ歌ひ舞ひき。
　・19　琴引山（出雲國風土記・飯石郡）
　　古老の傳へていへらく、此の山の峯に窟あり。裏に天の下造らしし大乖申の御琴あり。長さ七尺、
　　廣さ三尺、厚さ一尺五寸なり。又、石瀞あり。高さ二丈、周り四丈なり。故、琴引山といふ。
　・20　琴神丘（播磨國風土記・錺磨郡）
　　昔、大汝命のみ子、火明命、心行甚強し。ここを以ちて、父の示申患へまして、遁れ棄てむと欲し
　　ましき。乃ち、因達の神山に到り、其の子を遣りて水を汲ましめ、未だ還らぬ以前に、帥て獲船
　　して遁れ去りたまひき。ここに、火明命、水を汲みて還り來て、船の襲で去くを見て、即ち大き
　　に瞬怨る。伍りて波風を起こして、其の船に追ひ迫まりき。ここに、父の紳の船、進み行くこと
　　能はずして、逐に打ち破られき。この所以に、其庭を船丘と號け、波丘と號く。琴落ちし虞は、
　　即ち琴棘丘と號け、……
　・21琴坂（播磨國風土記・揖保郡）
　　琴坂と號くる所以は、大帯比古の天皇のみ世、出雲の國人、此の坂に息ひき。一の老父ありて、
　　女子と倶に坂本の田を作れりき。ここに、出雲人、其の女を感けしめむと欲ひて、乃ち琴を弾き
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て聞かしめき。故、琴坂と號く。此庭に銅牙石あり。
・22　琴木の岡（肥前國風土記・瀞埼郡）
此の地は平原にして、元来岡なかりき。大足彦の天皇、勅りたまひしく、「此の地の形は、必ず
岡あるべし」とのりたまひて、即ち、群下に令せて、此の岡を起し造らしめたまひき。造り畢へ
し時、岡に登りて、宴賞したまひ、興、閑ぎたる後、其の御琴の竪てたまひしに、琴、樟と化為
　りき。因りて琴木の岡といふ。
・23　唐琴（伊賀國風土記・逸文）
カラコト・云所ハ、伊賀國ニアリ。彼國ノ風土記云、大和・伊賀ノ堺二河アリ。中嶋ノ邊二神女
常二來テ琴ヲ鼓ス。人悟テ見之、神女琴ヲ捨テウセヌ。此琴ヲ神トイハヘリ。故二其所ヲ號シテ
カラコト・云也。
◆『万葉集』（角川文庫）
　・24　梧桐の日本琴（歌番号810－－812）
　　大伴淡等謹状
　　　梧桐の日本琴一面対馬の結石の孫枝なり
　　この琴、夢に娘子に化りて曰はく、「余、根を遥島の崇轡に託せ、幹を九陽の休光に晴す。長く
　　煙霞を帯びて、山川の阿に適遥す、遠く風波を望みて、雁木の間に出入す。ただに恐る、百年の
　　後に、空しく溝墾に朽ちなむことのみを。たまさかに良匠に遭ひ、翫りて小琴に為らる。質麓く
　　音少なきことを顧みず、常に君子の左琴を希ふ」といふ。すなはち歌ひて曰はく、
　　　　810　いかにあらむ日の時にかも声知らむ人の膝の上我が枕かむ
　　僕、詩詠に報へて曰はく、
　　　　811言とはぬ木にはありともうるはしき君が手馴れの琴にしあるべし
　　琴娘子、答へて曰はく、「敬みて徳音を奉はる。幸甚々々」といふ。…（下略）…
　・25倭琴を詠む（1129）
　　　　　倭琴を詠む
　　1129琴取れば嘆き先立つけだしくも琴の下樋に妻や隠れる
　・26　日本琴に寄する　（1328）
　　　　　日本琴に寄する
　　1328膝に伏す玉の小琴の事なくはいたくここだく我れ恋ひめやも
　・27左注（1592）
　　右は、冬の十月に、皇后宮の維摩講に、終日に大唐・高麗等の種々の音楽を供養し、すなはちこ
　　の歌詞を唱ふ。弾琴は市原王・忍坂王後に姓大原真人赤麻呂を賜はる、歌子は田口朝臣家守・河辺朝臣
　　東人・置始連長谷等十数人なり。
　・28左注（3817・3818）
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　右の歌二首は、河村王、宴居の時に、斐を弾きてすなはちまつこの歌を講み、もちて常の行と為
　す。
・29左注（3819・3820）
　右の歌二首は、小鯛王宴居の日に、翌を取れば、すなはち、かならずまつこの歌を吟詠す。その
　小鯛王は、更の名は、置始多久美、この人なり。
・30　左注（3849・3850）
　右の歌二首は、河原寺の仏堂の裏に、倭琴の面に在り。
・31　　　（3886）
3886　おしてるや　難波の小江に　藍作り　隠りて居る　葦蟹を　大君召すと　何せむに　我を
　召すらめや　明けく　我が知ることを　歌人と　我を召すらめや　笛吹きと　我を召すらめや
　琴弾きと　我を召すらめや　かもかくも　命受けむと　今日今日と　飛鳥に至り　置くとも
　置勿に至り　つかねども　都久野に至り　東の　中の御門ゆ　参入り来て　命受くれば　馬に
　　こそ　ふもだしかくもの　牛にこそ　鼻縄はくれ　あしひきの　この片山の　もむ楡を五百枝
　剥き垂れ　天照るや　日の異に干し　さひつるや　韓臼に揚き　庭に立つ　手臼に揚き　おし
　てるや難波の小江の初垂を　からく垂れ来て　陶人の作れる瓶を　今日行きて　明日取
　　り持ち来我が目らに　塩塗りたまひ脂ひはやすも　謄ひはやすも
・32　　　（4159）
4159我が背子が登取るなへに常人の言ふ嘆きしもいやしき増すも
　『皇太瀞宮儀式帳』「碗嘗祭供奉行事」
・33
…（前略）…以二同日夜亥時＿。御巫内人乎第二門爾令侍昼。墜給s。請二天照坐太脚乃柿教＿s。
…（後略）…
◆『古代歌謡集』（岩波書店「日本古典文学大系」）
　・34　東遊歌
　　　　二歌
　　え　我が夫子が今朝の　言出は　七絃の八絃の琴を　調べたる如や　汝をかけ山の　かつの木
　　や　をををを
《注》
注1　早くは河野多麻氏が、「うつほ物語は実に純乎たる芸術、音楽、琴を主題とした芸術至上主義の文芸
　作品であって、この点世界に稀な物語と言うことができましょう。」と述べでいる（岩波書店「日本古
　典文学大系」「宇津保物語」第一巻　解説p．8）。また近くは野口元大氏も、「宇津保物語の研究i（76、
　　3　笠間書院）の第三章「楼の上の世界」で、「楼の上の巻、上・下」で展開される琴の音楽の芸術性
　について詳しく検討している。
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注2
注3
注4
注5
目加田さくを「物語作家圏の研究」（’64、武蔵野書院）第七章第二節「宇津保物語」など。
三苫浩輔「宇津保物語の研究1（’76、9　桜楓社）
たとえば、「史記」の楽書、「書経1の益稜第五など。
琴学とは、七絃琴とその音楽だけに対して特殊に意義づけ組織化された学説・思想・理論・弾法・作
法などをいう。（平凡社「日本音楽大事典」）
????? 明治書院「新釈漢文大系」「書経」幕・陶護
瀧川亀太郎「史記會註考謹」第四巻「書」東京文化学院東京研究所
荻美津夫、「日本古代音楽史論』（’77、吉川弘文館）p．48
この論稿で用いた資料における「琴」の表記を一覧にした。「万葉集』は窪田空穂の「万葉集評釈』、
　　その他は全て資料の出典にある原文によった。
注10　岩波書店「日本古典文学大系」「風土記』頭注
注11』三苫浩輔、前掲書p24
注12　小学館「日本古典文学全集」「古事記」頭注
注13　岩波書店「日本古典文学大系」『日本書紀』頭注
注14資料6では、弟の皇子の歌の「八絃の琴を調ぶる如　天の下治め賜ひし」の言葉から、琴と平安な統
　　治のさまの連想があったことが知られる。
注15　岸辺成雄　　「和琴の祖型　　出土品を中心に　　」（’81・82・83、r雅楽界』）
注16　岩波書店「日本古典文学大系」f日本書紀』補注、「……古代の琴にはわが国に古くからある和琴と大
　　陸伝来の琴の二種があるといわれ、埴輪には女子の和琴を弾ずる形のものがみられる」
注17　水野正好　　「埴輪弾琴像幻想」（’77、10r月刊文化財』）
注18　林謙三　　「和琴の形態の発育経過について」（’58、「書陵部紀要」10号）
注19　窪田空穂　　「万葉集評釈』第五巻（ts4、12　東京堂）
注20　資料8では建内宿禰が琴を弾き、かわりに中臣烏賊津使主が「審神者（＝沙庭）」となっているが、
　　神がかりになるのはやはり神功皇后である。
注21　大神宮叢書『大神宮儀式解・外宮儀式解」後編（’35、3　神宮司晦）
注22　例えば高橋亨氏は「秘琴を伝える中心人物は物語の全体を通して俊蔭女の方である。」と述べている。
　　（『物語文芸の表現史』’87、11　名古屋大学出版会）
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